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津 山 工 業 高 等 専 門 学 校 



巻頭言 

 

技術部長   塩田祐久 

 

本年度より技術部長を拝命しました。技術部による教育、研究、地域連携等への支援がより良

いものになるよう進めていきたいと考えておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。こ

こでは巻頭にあたり、最近の津山高専の動向と技術部の役割を概観したいと思います。 

津山高専では平成 28 年度からの改組で、それまでの 4 つの専門学科の体制を総合理工学科と

いう 1 学科に統合し、学科内を 4 つの系で構成することとしました。これらの系は既存の 3 分

野である機械システム系、電気電子システム系、情報システム系と、数学・物理・化学・生物を

中心とした先進科学系であり、学校全体で基礎教育の強化、新しい専門分野の拡充、工学教育の

高度化、分野横断・融合教育が進められるよう編成されています。この改組によるカリキュラム

変更は学年進行で行われ、令和 2 年度には本科 5 年まで、令和 4 年度には専攻科まで進み、全学

における変更が完了しました。 

技術部ではこれに合わせて、令和 4 年度に専門分野ごとの技術班をそれまでの 3 班から 2 班

の体制へ変更し、本科から専攻科まで組織的効率的な対応ができるよう整備しました。そして、

実験実習・卒業研究等での技術的な教育や支援をはじめ、総合情報センターや実習工場の機器運

用・保守管理、留学生に対する補習、オープンキャンパス等の学校イベント支援、地域企業から

の依頼への対応や公開講座の実施など広範囲な活動を定常的に続けています。その中で令和 2 年

以降では COVID-19 拡大の影響により本校においても種々の活動が制限される中、感染対策下

での実験実習や遠隔授業といった新たな学習形態への対応も進めてきました。また、今後の高専

では DX の推進、IT 人材の育成、起業家人材の育成等の新しい分野への教育の展開が求められ

ており、ここでも技術部の協力が不可欠なものとなることは間違いありません。このように、高

専において技術部が担う役割は非常に多岐にわたり、その必要性は今後も拡大していくと思わ

れます。 

一方で、広範囲な活動に適切に対応するためには技術部職員のポテンシャルの向上も重要で

す。そのため、学外学内で実施される研修への参加や外部資金への応募などが積極的に進められ

ています。科学研究費補助金についても継続的に申請を行い、令和 4 年度には 3 件が採択されま

した。また、技術部ではここ数年、新しい職員の採用が続いており、令和 4 年度中にも 2 名が採

用されました。長く勤務する職員と新しい職員の組み合わせにより技術部としてさらに向上し

ていくことが期待されます。 

本報については学内外の多くの方にご一読いただき技術部の活動を理解していただくととも

に、ご意見を頂戴することで技術部の一層の発展に活かしていきたいと考えております。今後と

も、皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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１． 教育研究支援  

【１】 授業（実験実習、演習、卒業研究等） 
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【２】 留学生補習 

  機械システム系３年生 ２名  

計測器具・仕上げ・旋盤 

R4.8.5～10.14  全３回  ［河原みほ 川村純司 中島哲史］ 

 

【３】 総合情報センター 

  職員１名で対応 ［三木 勝］ 

   システム管理者 

   設備保守・管理 

   ネットワーク保守・管理 

   情報セキュリティ（情報システムに関する設定と変更、運用、管理） 

   事務処理システム運用管理（サイボウズ、Blackboard、Office365 等） 

   コンピュータウイルス対策（全校） 

   教務システム保守・管理、電子掲示板保守・管理 

 

【４】 実習工場 

 職員４名で対応 ［河原みほ 川村純司 中島哲史 久保田絢香］ 

  設備保守 

   マイスター制（放課後等に安全・機械使用法講習を実施） 

   

マイスター講習 2，3 級    

  実施回数 総実施時間 資格取得者数  

前期（6/14～7/8) 4 回 7 時間 00 分 38 名  

後期（11/1～12/3) 4 回 7 時間 00 分 26 名  

3-M（4/26) 1 回 1 時間 00 分 41 名  

旋盤 2 回 4 時間 00 分 3 名  

溶接 1 回 2 時間 00 分 3 名  

     

マイスター講習 1 級     

機 械 実施回数 総実施時間 資格取得者数 担当者 

 NC 旋盤 4 回 4 時間 00 分 1 名 河原みほ 

 NC フライス盤 2 回 4 時間 00 分 2 名 川村純司 

 ワイヤーカット 2 回 8 時間 00 分 2 名 中島哲史 

 レーザ加工機 6 回 9 時間 00 分 6 名 川村純司 

 

【５】 地域共同テクノセンター 

  計測解析室１    設備（3D プリンタ）保守  ［谷口亜紀子 久保田絢香 清水大輝］ 

Ｘ線電子顕微鏡室  設備保守・管理      ［神田尚弘］ 
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【６】 オープンキャンパス２０２２ 

  先進科学系     ［小林るみ］ 

  機械システム系   ［河原みほ 川村純司 中島哲史 久保田絢香］ 

  電気電子システム系 ［瀬島裕貴 田口理沙子 神田尚弘］ 

  情報システム系   ［谷口亜紀子 三木 勝 清水大輝］ 

  総合情報センター  ［三木 勝］ 

 

【７】 定期試験監督 

  常勤職員１１名が対応 

 

【８】技術支援 

  「技術支援依頼書」に基づき実施 
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２． 地域協力  

【１】地域共同テクノセンター 

地域企業からの分析依頼等への対応 

  表面粗さ測定器    ［川村純司］ 

 

 

【２】公開講座 

  「イルミネーションツリーを作ろう」 

     R4.8.6         技術職員全員 

 

 

３． 委員会・ＷＧ・プロジェクト等  

【１】 各種委員会 

 

 

【２】各系内ＷＧ・プロジェクト等 

情報セキュリティ担当者                ［三木 勝］ 
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４． 技術研究・発表・技術研修等  

【１】 学外研修会等参加 

 

【２】学内研修会等 

技術部 技術研修会 

 R4.11.16 

「シャルピー試験片製作」 

講師：中島哲史 川村純司 河原みほ 

 

 

５． 外部資金応募  

科学研究費補助金（奨励研究） 

神田尚弘  河原みほ  川村純司  中島哲史  中尾三徳  中島紀子 

三木勝  瀬島裕貴  田口理沙子  清水大輝 

採択：谷口亜紀子「高専女子卒業生のライフコース・キャリア形成過程の実証的研究」 

採択：久保田絢香「可視化教材を用いて単元のつながりを意識させるメカトロニクス技術者育成に関する研究」 

採択：小林るみ 「受精卵内部の発生過程を観察する、イベリアトゲイモリの受精卵のレジンによる標本作製」 

 

 

６． 技術部報  

     第１７号  令和４年７月発行 
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７． 津山高専年度計画  

年度計画 ： 技術職員の技術能力の向上を図り、学生教育に反映させる。 

具体的な課題・取組等 

 研修会等の開催・参加及び資格取得等に取り組み、技術能力の向上を目指す。 

・中国地区技術職員研修を本校の担当で開催および受講した。（令和 4 年 9 月 8 日） 

・高専機構主催の IT 人材育成研修会に 1 名が参加した。（令和 4 年 10 月 13，14 日） 

・情報システム統一研修を 1 名が受講した。（令和 4 年 5～7 月，8 月） 

・技術部技術研修会（機械加工）を開催した。（令和 4 年 11 月 16 日） 

・全国高専技術教育研究発表会に 1 名が参加し、技術発表を行なった。 

（令和 5 年 2 月 28 日，3 月 1 日） 

・実験実習技術研究会（オンライン）に 7 名が参加し、うち 2 名が技術発表を行なった。 

（令和 5 年 3 月 2，3 日） 

・基本情報技術者試験および IT パスポート試験に 1 名が合格した。 

（令和 4 年 11 月 29 日，12 月 14 日） 

 

 

８． 会議  

【１】 教育研究技術支援委員会 

第１回 R4.6.8       臨時 R4.11.28～12.5 メール会議 

第２回  R5.3.7        

 

【２】 技術部会議 

 第１回 R4.4.5       第４回  R4.9.22      臨時 R4.8.18 

 第２回 R4.6.6       第５回  R4.11.16 

 第３回  R4.8.1        第６回 R5.1.31 

   

【３】 中国地区高等専門学校技術長会議（津山高専） ［神田尚弘］ 

R4.9.9 オンライン 

 

【４】 全国高専技術長等会議（木更津高専） ［神田尚弘］ 

      R5.3.1 

 

【５】 中国・四国地区国立大学法人等技術職員代表者会議（鳥取大学） ［神田尚弘 河原みほ］ 

R5.3.8 オンライン 
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工場への 3D プリンタ導入報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一技術班  河原みほ 川村純司 中島哲史 

第二技術班  久保田絢香 

 

2022 年 3 月に RAISE3D 社の「Raise3D 

Pro3 Plus(図 1)」が実習工場に設置されま

した。併せて、他研究室に設置されていた

FLASHFORGE 社の「Creator3(図 2)」も

移設し、3D プリンタ使用の利便性を向上

させました。そして、本格的な運用に向

け、この 1 年をかけて PLA、TPU、ABS

など様々な材質の安定造形の模索、マイ

スター講習方法の確立、Teams を活用し

た使用管理システムの構築・運用、3D プ

リンタ横へのフィラメント保管庫の設置

等環境整備(図 3)を実施しました。 

令和 5 年度より、マイスター講習を始

め本格的な運用を開始いたします。 

3D プリンタが、本校の学生および教職

員の皆様の研究に寄与することができれ

ば、非常に嬉しいです。 

図 1 Raise3D Pro3 Plus 

図 2 Creator3 

図３ フィラメント保管庫 
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年月日 研修会等名 主催・会場等

神田尚弘

河原みほ

瀬島裕貴 【P9-10】

R4.10.13～14　IT人材育成研修会 高専機構

小林るみ 【P11-12】

神田尚弘

谷口亜紀子 【P13-14】

久保田絢香 【P15】

太字 は技術発表者

R5.3.2～3　実験実習技術研究会 広島大学
オンライン開催

河原みほ 中島哲史 田口理沙子 清水大輝

R4.9.8
　中国地区高等専門学校
　技術職員研修

津山高専
オンライン開催

神田尚弘 河原みほ 川村純司 中島哲史
中尾三徳 谷口亜紀子 三木勝 久保田絢香
田口理沙子 清水大輝
日下孝二(研修会運営においての技術支援)

木更津高専R5.2.28～3.1　高専技術教育研究発表会

三木勝

R4.8.25～26
　中国・四国地区国立大学
　法人等技術職員組織
　マネジメント研究会

徳島大学
オンライン開催

清水大輝

Ⅲ学外研修会等

令和4年度　学外研修会等一覧

R4.6.13～15
　独立行政法人
　国立高等専門学校機構
　初任職員研修会

高専機構

参加者
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公開講座の取り組みについて 

 

○瀬島裕貴* 
*津山工業高等専門学校 技術部 第二技術班 技術専門職員 

 

高専の地域貢献活動においてその重要性は以前にも増して高まっている．筆者の勤める津山高専においても各教職員によって精力的

に実施されている．そして，約 10 年前より技術部においても組織的に地域貢献活動として公開講座の実施や，大学との連携などの取

り組みを行っている．本論文では，技術部としてこれまで活動してきた事例について報告する．  

 

 

1．はじめに 

津山高専における地域貢献の取り組みとし
て，卒業研究，出前授業，公開講座等，多岐に
わたって活動が行われており，またその活動に
関わる技術職員も少なくない．筆者の所属する
技術部が組織的におこなう公開講座について，
本論文ではその事例と効果について報告する． 

 

2．公開講座 

(1) 平成２４年度～平成２６年度 

技術部（前：教育研究支援センター）として
公開講座を開催するにあたり各専門分野より
選ばれた担当グループによってその内容が検
討され，４点のコンセプト（小学校中学年～中
学生対象・複数の専門分野を体験・一日で体験
でき持ち帰りできる物・親子で体験）のもと講
座内容が「LED ランタン」（図 1）の作製に決定
された． 

 
図 1 LED ランタン 

 

実施に当たっては，参加者を電子回路工作と
デザインペーパー作製の２つに分けて交互に
作業を行い，電子回路工作では制御回路のはん

だ付け作業を，デザインペーパー作製ではパソ
コンで絵を描き，持参してもらった写真をスキ
ャナで取り込んで加工するといった作業を体
験してもらうことにした． 

(2) 平成２７年度～平成２９年度 

公開講座の方針として約３年周期でテーマ
を変更することになっており，次期テーマとし
て「フォトスタンド」（図 2）を実行することに
なった． 

 

図-2 フォトスタンド 

 

フォトスタンドは，前面のアクリル板に３つ
の異なる色（赤・青・緑）の LED を組み込み，
光の三原色を利用して７色に光って見える仕
様とした． 

ランタンと同様に同テーマも実施に際して，
電子回路のはんだ付け作業と，タブレットを使
用した写真加工・工作機械作業の見学の２グル
ープに分けて講座を実施した． 

(3) 平成３０年度 

３つ目のテーマは「スピーカーボックス」（図
3）を実施することになった．内容としては， 

MDF 材で切り出した部材を，はめ込み式で組み
立てる筐体部と，スマートフォンや音楽プレー
ヤーで使用できるステレオアンプ回路のはん
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だ付けの２つとなる．また，作製途中に実習工
場でレーザー加工機による MDF 材の切り出し作
業の見学も実施した． 

 

図 3 スピーカーボックス 

 

(4) 平成３１年度（令和元年）～令和３年度 

４ つ 目 テ ー マ と し て 「 こ ど も パ ソ コ ン
IchigoJam」（図 4）を実施した． 

講座ではまず ichigojam で実行できるミニゲー
ム用のコントローラをブレッドボードで作製
した後，プログラミングを中心にいくつかのゲ
ーム打ち込んで実際に動作させて最後にゲー
ム大会を実施した． 

また,令和２年度についてはコロナウィルス
対策のため公開講座の開催を見送る事になっ
た． 

 

図 4 こどもパソコン IchigoJam 

 

(5) 令和４年度～ 

今年度は５つ目のテーマ「イルミネーション
ツリー」（図 5）を実施することになった． 

このテーマも電子回路と工作に分かれてお
り,メロディと LED 点灯用の制御回路をブレッ
ドボードで組み,ツリーの部分はペーパークラ
フト（厚紙と OHP フィルム）で組み立てていく．
受講者のケガに考慮してカッターナイフは使

用せず,ハサミのみで工作できるように工夫し
ている． 

 
図 5 イルミネーションツリー 

 

3．公開講座実施の効果 

公開講座の実施の目的の一つとして,高専に
興味を持ってもらい最終的に入学してもらう
ということが挙げられる.講座の終わりに記入
してもらうアンケートに将来の進路について
設問がありその結果を（図 6）に示す. 

 

図 6 将来の進路について 

 

年度によってバラツキはあるが,約３割程度
受講した時点では高専進学を希望している．
H24～H26 の３年間の受講者のうち津山高専へ
の進学者を調べてみたところ４５名中２名を
確認することができ，さらに両名とも回答では
進路先が未定となっていた． 

 

4．最後に 

アンケート結果ではサンプル数も少なく正
確な事までは分からないが，受講者が将来の進
路を考える上で一助になれば幸いである.また
その可能性があるなら活動を続けていくべき
だと考える．
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発生過程を自分の目で見る， 

イベリアトゲイモリの受精卵の固定・レジン包埋法の確立 
小林 るみ 

津山工業高等専門学校 技術部 

 

1.はじめに 

現在、生物分野を学ぶ学生にとって、発生について学び受精卵の細胞の分化・形態形成を理解

することは必須である。筆者は生物学の講義に関わり、学生がこれらへの興味や理解が薄いこと
に気付いた。これは受精卵の変化を教科書でしか見たことがないことが原因だと思われる。また

受精卵は受精後 22 時間で劇的に変化するが、その観察のために学生を一晩中拘束することはで

きない。そこで、津山工業高等専門学校にてイベリアトゲイモリの人工授精を行ない、顕微鏡で

観察できる各発生段階における受精卵をレジン（透明合成樹脂）で包埋した標本を作り、本物を

観察させることで、学生にダイナミックな細胞の分化・形態形成について理解を促すことにした。 

 

2.イベリアトゲイモリについて 

イベリアトゲイモリ(Pleurodeles waltl)は主にイベリア半島に生

息する比較的大型の有尾両生類で、餌付けがしやすいうえに成長が早
く実験室内の環境でも飼育が容易である。その受精卵は直径 1.2 ㎜

と大きく発生段階を観察しやすい利点がある。また生後一年程度で子

孫が得られ、ゴナドトロピン（性腺刺激ホルモン）を注射することで
受精卵を一度に約 600 個、通年得ることができる。 

 

3.レジンについて 

 レジン（resin）とは日本語で樹脂を意味する。今回イベリアトゲイモリの受精卵を包埋するた

めにこのレジンを使用する。レジンには天然樹脂と人為的に製造された合成樹脂とがあり、今回

は合成樹脂である「エポキシレジン（エポキシ樹脂）」を使用した。エポキシレジンは「主剤」と
「硬化剤」の２種類の液を混ぜ、常温で約１～２日放置すると化学反応で固まる。透明度が高い

うえに低粘度のため気泡が抜けやすいという利点がある。化学反応で固まるため厚みのある立体

的な作品の制作が可能で、一般的にはアクセサリーの制作に使用されている。 

 

4.イベリアトゲイモリの受精卵標本作製の概要  

 イベリアトゲイモリの人工授精を行ない、発生が進む受精卵を発生段階

ごとに採取・固定（１し、それらをアクセサリー作製に使われるエポキシレ

ジンで立方体に包埋することで、全方向から観察が可能な標本を作る。イ

ベリアトゲイモリの受精卵は図２のように発生し、特に受精後 22 時間で
発生が劇的に進む。その発生段階ごとに採取した受精卵を 4％PFA 固定(パ

ラホルムアルデヒド固定)し、グリセリン置換を行ない保存し、標本に利用

した。エポキシレジンを立方体に成型するために３D プリンターにて型枠
を作り、標本作製に使用した。 

 

 

図 2 イベリアトゲイモリの発生表 

図 1 イベリアトゲイモリのメス 
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5.標本の作製方法 

 5‐1 レジン包埋標本用の型枠づくり レジンで標本を包
埋するためシリコンにて型枠 A・B を作製した（図 3）。型枠
A は立方体をつくり、型枠 B は立方体の中央部に穴を開ける
ために使用した。まずシリコンの型枠 A・B をつくるための
型枠 A′・B′を３D プリンターにて作製した（図４）。完成
した型枠をアセトンが入った容器に３時間入れ、少し溶か
すことで各面をなめらかにした。型枠 A′・B′にシリコン
を流し込みレジン標本用の型枠 A・B を作製した。＜3D プリ
ンター：日本 3D プリンター社製 RAISE 3D(材料)ABS 樹脂＞ 
 

5－2 レジン包埋標本づくり 5－1 にて作製した型枠 A にレジ
ン液（高透明・低粘度エポキシ樹脂）を流し込み、中央部に標本
を包埋するための穴をあけるため型枠 B を差し込んだ。１日放置
し硬化させたのち型枠からはずした。完成した包埋用のレジンの
中央部に PFA 固定をした標本を入れ、その上から穴をふさぐた
めにレジン液を追加で注ぎ１日放置し、追加したレジンを硬化さ
せた。 
 

6.完成した標本について 

 完成した標本を顕微鏡で観察した。目視で実際の大きさを観察
することができた。また実体顕微鏡で観察を行なうと、受精卵の
色素の濃い動物極と色素の薄い植物極を観察することができ、発
生が進んだ受精卵では質感やリアルな形状を観察することができ
た。受精卵を標本にせず観察すると、真下や真横からの観察は容
器によって膨張して見えたり圧縮して見えたりする。標本を立方
体に成型することで屈折が起こらず、実際の大きさで観察するこ
とができ、通常では観察しづらい真横からの観察も容易にするこ
とができた。 
 

7.今後の課題 

 野生型系統は色素が濃く、動物極・植物極の位置などの観察に
向いているが、細部の変化は確認しづらい。そこでイベリアトゲ
イモリ・リューシスティック系統(白変種)の受精を行ない、色素の薄い受精卵の標本を作成し、色
素の濃い野生型系統では確認しづらい細部の変化の観察を試みる。 

 また標本の各面をヤスリなどで更に磨くことでゆがみを減らし、観察に支障が出ないようにし

ていくつもりである。 
 

謝辞 本研究において3Dプリンターを使用するにあたり津山工業高等専門学校 技術部 久保田絢香技
術職員にご助言いただきました。また本研究は、日本学術振興会 令和 04 年度科学研究費補助金
（奨励研究 課題番号：22H04179）の助成を受け実施いたしました。ここに感謝の意を表します。 

 

参考 図２の写真：Shi D, Boucaut J. The chronogical development of the urodele amphibian  

Pleurodeles waltl (Michah). Int.J.Dev.Biol.39: 427-441 (1995)  

注釈（１ 固定とは、生物の組織や細胞を顕微鏡で観察する際、生きているときに近い状態で保つ 

ために、原形質をアルコール・ホルマリンなどで凝固させること 

図４ 日本 3D プリンター社製 RAISE 3D 

図 3 標本の型枠およびレジンによる立方体の作製 

図 5 完成した標本 上段：受精後６時間 
             下段：受精後３日後 
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高専女子卒業生・女性技術職員の面談調査による 

女性技術者のキャリア形成過程 

〇谷口 亜紀子 a) 

a)津山工業高等専門学校 技術部 

 

1.はじめに 

 高専を卒業後に技術系専門職に就いた女子卒業生は比較的短期間で就労を断念するケースが多い。こ

の現状を受け、技術系教育現場では女子学生に対するキャリア教育の充実が課題となっている。就職以

前の段階において、技術系専門職への就労意欲を十分に獲得できないでいる学生も見受けられるが、そ

の原因はどこにあるのだろうか。 

 

2.研究目的 

報告者は過去に女子学生向けキャリア教育を受けていない世代の津山高専（以下、本校）女性卒業者

20 名に対し、ライフコースの形成過程とそれに対する主観的な把握のあり方に関する質的研究（科学

研究費補助金奨励研究・課題番号:17H00240 および 19H00038）を実施したが、調査時点で技術系専門職

に就いていた対象者は 20 名中 8 名と半数以下であった。次にキャリア教育を受けた世代の本校女性卒

業者 15 名を対象にした調査を行ったところ、就職者全員が初職を継続していた。本研究は引き続き女

子学生向けキャリア教育の影響、その必要性と方法に関する基礎資料を得ることを第一の目的として実

施された。第二に高専の女子学生にとって身近なロールモデルである女性技術職員（高専卒業者も多く

含む）のライフコースや各高専のキャリア教育のあり方を調査・分析することで、女子キャリア教育の

課題を浮上させることも目指した。 

 

3.調査の方針 

 これまで断片的に観察してきた高専女子卒業生のキャリア形成・構想上のつまづき事例および技術系

専門職のロールモデル獲得に成功・失敗した事例をもとに、卒業後約 10 年以内の対象者に対してキャ

リアの見通しや現状について聞き取り調査を行った。並行して、他高専の女性技術職員にキャリア教育

のあり方についてインタビューを実施した。調査は、調査者と調査対象者の対話を通じて実施するとい

う手法をとった。 

 

4.聞き取り調査 

 調査は卒業生 5名、他高専女性技術職員 3名に対して実施した。卒業生のインタビュー当時の卒業後

経過年、居住地、卒業後の進路は表 1～3の通りである。 

また学生時に受けたキャリア教育について尋ねたところ、高専女子フォーラムの開催や参加、卒業生

講演の受講、企業訪問などが挙げられた。しかし、新型コロナウィルスの影響もあり受けた記憶がない

と回答した卒業生もおり、キャリア教育のあり方について再考する必要性がうかがわれた。キャリア教

育を受けたと回答した調査対象者は「将来をイメージできた」「選択肢が広がった」など、自分の将来に

対して安心感をもつようになった様子を語った。 
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他高専女性技術職員に女子学生の様子を尋ねたところ、「結婚したいと言っている学生は勉学へのモ

チベーションが低い」「男子学生に比べて自己肯定感が低い」などと言った印象が述べられた。「女子学

生の将来に何を期待するか」といった質問に対しては、「働く意識を身につけてほしい」「働くことへの

ジェンダーの壁をなくしてほしい」「ずっと働ける仕事を見つけてほしい」などの応答があった。 

  表 1 卒業後経過年    表 2 居住地   表 3 卒業後の進路 

      

 

5.考察 

高専卒業時に就職を選択した調査対象者は、調査時点で 3人が初職を継続しており、転職した 1名お

よび進学後就職した 1名を含めて全員が技術系専門職に就いている。その背景にはキャリア教育を受け

たことで働く自分をイメージできたこと、選択肢が広がったことにより構えることなく就職先を選択す

ることができたことが影響しているのではないかと考えられる。「在学時に受けたかったキャリア教育

にはどのようなものがあったか」という問いには、卒業生講演や卒業生との対話など、直接話を聞ける

場の提供を望む声が多く、自分の将来をより具体的にイメージしたい意思が感じられた。 

また調査対象者のうち 3名は既婚、未婚の 2名は結婚を望んでおり、全員が出産を望んでいた。全員

の母親が働いていたため、結婚後や出産後に働くことを普通のことと捉えていた。しかし、母親はロー

ルモデルとはされておらず、OGや学生時代の教職員・親戚など年代や性別に関係のない人物がロールモ

デルとして意識されている。 

 

6. 津山高専での満足度 

 調査対象者は、その後の自分の人格形成や仕事への意識など津山高専での被教育経験やそのライフコ

ースにおける意義に関し、当事者として高い満足度を示していた。これは高専においては教職員との距

離が近く密な関係が築けること、学生生活の自律度・自由度の高さ、幅広い年齢層が在籍する課外活動

での経験など高専の特長が要因であると考えられる。 

 

7. 今後に向けて 

 こうした聞き取り調査を長期的・継続的に実施し、技術者養成教育の基礎資料として蓄積する必要が

ある。女性取り巻く環境や法律も変化しているため、そこからあらわれてくるキャリア教育上の課題は

変化していくと考えられる。また女子学生と密に接する他高専の女性技術職員との情報交換も継続した

い。 

 

 本研究は科学研究費補助金（奨励研究・課題番号：22H04023）により実施された。 

進路 人数 

進学 1 

就職 4 

居住地 人数 

岡山 2 

中部 1 

関東 2 

卒業経過年 人数 

1 年以内 1 

～5 年 0 

～10 年 4 
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PID 制御によるライントレースカー教材の開発 

 
久保田 絢香 

津山工業高等専門学校 技術部 

 

1.はじめに 

 本研究では、PID 制御を用いた学習教材を開発し、その効果について調査した。報告を以下に記す。 

 

2.開発した教材 

 本研究では、PID 制御によるライントレースカー教材を開発した。

この教材ではトグルスイッチの切り替えにより、P 制御・PD 制御と

いった様々な制御方式を選択できる。これにより、実際の動きから

各制御手法の役割を認識できるようにした。また、各ゲインは予め

定めているため、ゲインの模索をする必要はない。 

一例として、図 1 に P 制御(上部)と PD 制御(下部)における残像

写真を示す。P 制御では迂曲後に安定せず蛇行を繰り返すが、PD 制

御では蛇行が収束することが確認できる。この時、比例ゲインの値

は変化させていない。これらの比較より、D 制御には振動を速やか

に収束させる効果があることを認識できる。 

 

3.開発した教材を用いた調査 

 制御に関する初学者と、助言の観点から報告者と同程度の知識を持つ制御実習担当者に対して調査を

行った。その結果、初学者は各制御の役割に関して問題なく認識でき、制御への興味をいだいた。また、

実習担当者からは、各ゲインを模索する実習と比べて事前に各ゲインを定めておくことで、PID の各動

作の理解に集中でき非常に効果的であるとのコメントを得た。また、ライントレースカーだけでなく、

他の制御対象に関する PID 制御装置もほしいという要望が出た。さらに、各制御効果の確認はライント

レースカーの動作を見て行ったが、制御量の変化に関するグラフがあれば理解が深まるという意見が出

た。 

 

4.まとめ 

 調査から、本教材が各制御の役割及び興味の促進に対してある程度効果をもたらすことがわかった。

しかし、先述の通り課題も浮き彫りになった。今回の調査結果を参考に改善を行い、より良いものを開

発していきたい。 

 

謝辞 

 本研究を進めるにあたり、多大なる助言を賜りました徳山工業高等専門学校の藤本技術専門職員及び

調査協力してくださいました本校技術部の皆様へ心より感謝申し上げます。なお、JSPS 科研費(奨励研

究 22H04139)の助成を受け実施した。 

図 1. P 制御と PD 制御の比較 
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Ⅳ学内研修会・発表会 

研修会報告 

 

研修会名 ： 令和 4 年度技術部技術研修会 

会  場 ： 第一実習工場 

日   時 ： 令和 4 年 11 月 16 日（水）13:00～14:30 

参 加 者 ： 技術長 神田尚弘 

第一技術班 小林るみ 中島紀子 

       第二技術班 谷口亜紀子 三木勝 瀬島裕貴 久保田絢香  

田口理沙子 清水大輝 日下孝二 

        

内 容 ： 「シャルピー試験片製作」 

                          

講 師 ： 河原みほ 川村純司 中島哲史  

 

報 告 

実習担当者 中島哲史 

 今回の技術研修会では機械系 2 年生のテーマであるシャルピー試験片製作の 1 工程である縦フ

ライス盤作業を実施した。今回のテーマの学生実習では 3 名程度のグループに分かれて作業を行

うが、コンセプトは協力しながら作業を進めていくことを重視しており、機械操作時の安全性や

個々の機械操作のスキルを習得する事に加えて、学生同士が相談をしながら作業をすることに重

きを置いている。 

 研修会も実習同様に 3 グループに分かれてもらい講師がアドバイスしながらではあるが、なる

べくグループのメンバーで相談しながら作業を行ってもらった。工作機械の操作が初めての受講

者も居たが何事もなく作業を終えることができた。機械系学生の実際行っている作業を体験して

もらう事ができ、とても有意義だったと思う。 

   

 

○ 写真 
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